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自己紹介：医療や化粧品、あるいはバイオエンジアリング等に興味

のある方、あるいは合成高分子を用いた生体材料の開発に興味のあ

る方と連携したいです。 

 

 近年、再生医療や組織工学関連の技術が大きく発展している。一般的にはこれらの実現

のために、細胞の他に成長因子や細胞の土台となる材料(細胞の足場)の重要性が指摘され

ているが、細胞の足場の開発は立ち遅れている。我々の身体の中では、細胞はコラーゲン

などの細胞外マトリックス(ECM)を足場としている。ECM は生体内において、細胞の足場と

して機能するだけでなく、細胞の様々な機能(生存、増殖、組織特異的機能の発現)を制御

している。そのため、ECM の再生医

療や組織工学への利用が期待され

ているが、ECM は 300 種以上の分子

から構成されるため、通常の化学的、

物理的な方法では模倣が難しい。

ECM は生体内においては細胞が形成

している。そこで、培養細胞により

ECM を形成させた後、細胞成分のみ

を特異的に除去する脱細胞化技術

を用いて、生体内の ECMを模倣した

生体材料(脱細胞化マトリックス)

を新たに作製することが

できる(図 1)。 

 そこで本発表では、私が

これまでに培養細胞を用

いて再構築した ECMについ

て、その機能を中心に紹介

する(表 1)。 

図 1培養細胞と脱細胞化技術による ECMの再構築 

表 1：これまでに作製した脱細胞化マトリックス 


